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は
じ
め
に

　
中
国
に
お
け
る
漢
民
族
の
葬
礼
習
俗
に
は
大
き
な
地
域
差
が
見
ら

れ
る
。
伝
統
的
葬
礼
で
は
、
臨
終
の
看
取
り
、
遺
体
の
清
め
、
死
装

束
へ
の
着
替
え
、
遺
体
の
安
置
、
親
族
友
人
へ
の
死
の
知
ら
せ
、
納

棺
、
弔
問
、
告
別
の
儀
式
、
出
棺
、
埋
葬
と
い
う
一
連
の
儀
式
が
行

わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
形
態
に
様
々
な
地
域
的
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
山
本
﹇2012 a, 2013

﹈
な
ど
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
一
方
、
現
代
中
国
に
お
い
て
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
後
か

ら
、
中
央
政
府
お
よ
び
地
方
政
府
に
よ
る
「
殯
葬
改
革
」
と
呼
ば
れ

る
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
墓
地
の
改
革
、
火
葬
の
推
進
、
封
建

迷
信
的
習
俗
の
排
除
が
進
め
ら
れ
、「
迷
信
的
習
俗
は
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
」「
喪
葬
習
俗
の
多
く
は
簡
略
化
さ
れ
た
」
等
と
さ
れ
て
い

る
。
殯
葬
改
革
に
よ
る
葬
礼
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
川
口
﹇2004

﹈、

秦
﹇2005

﹈、
田
村
﹇2006a, 2006b

﹈
等
に
個
別
地
域
に
お
け
る
状

況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
田
村
﹇2009

﹈
は
殯
葬
改
革
に
お
い

て
「
経
営
性
公
墓
」（
家
族
が
購
入
す
る
墓
地
。
以
下
「
公
墓
」
と
す

る
）
案
内
所
が
政
府
の
方
針
を
間
接
的
に
一
般
の
人
々
に
伝
え
る
役

割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
改
革
に
よ
っ
て
変
容
し

た
習
俗
の
形
態
に
も
ま
た
地
域
差
が
存
在
す
る
。

現
代
中
国
に
お
け
る
葬
礼
習
俗
の
変
化
と 
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本
稿
で
は
江
蘇

省
北
部
地
域
に
お

い
て
実
施
し
た
聞

き
取
り
調
査
に
基

づ
き
、
現
在
の
葬

礼
の
実
態
、
特
に

伝
統
的
習
俗
の
継

承
と
そ
の
担
い
手

に
つ
い
て
報
告

す
〉
1
〈
る
。
調
査
地
域

は
江
蘇
省
北
部
に

位
置
す
る
徐
州
市

と
周
辺
農
村
部

（
銅
山
県
、
沛
県
、

邳
州
市
、
新
沂

市
）、
宿
遷
市
沭

陽
県
お
よ
び
連
雲
港
市
東
海
県
で
あ
る
。
調
査
は
二
〇
〇
八
年
、
二

〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
に
現
地
で
実
施
し
た
。
聞
き
取
り
の
対
象

は
、
実
際
に
葬
礼
の
取
り
仕
切
り
を
行
っ
て
い
る
人
々
（
下
文
で
い

う
「
大
老
執
」）、
お
よ
び
葬
礼
に
必
要
な
物
品
を
販
売
す
る
店
（「
寿

衣
店
」「
花
圏
店
」
と
呼
ば
れ
る
。
以
下
「
寿
衣
店
」
と
す
る
）
の
経

営
者
た
ち
で
あ
る
。
な
お
、調
査
結
果
の
一
部
は
す
で
に
山
本

﹇2009 , 2010 , 2012 b

﹈
で
報
告
し
て
い
る
。

一
　
江
蘇
省
北
部
地
域
に
お
け
る
殯
葬
改
革

　
ま
ず
、
中
央
政
府
に
よ
る
殯
葬
改
革
の
推
進
と
い
う
方
針
を
受
け

て
江
蘇
省
お
よ
び
本
調
査
地
域
に
お
い
て
殯
葬
改
革
が
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
し
て
お
く
。

　
国
家
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
六
一
年
、
国
務
院
民
生
部
の
下
に
殯
葬

改
革
を
進
め
る
専
門
の
部
署
が
設
置
さ
れ
、
殯
葬
改
革
の
四
つ
の
方

針
（
火
葬
場
の
建
設
、
公
墓
を
建
設
し
土
葬
を
改
革
す
る
、
旧
俗
を

打
破
し
て
節
約
し
た
葬
儀
を
行
う
、
葬
儀
に
関
す
る
事
業
を
統
一
管

理
す
る
）
が
明
文
化
さ
れ
た
。
田
村
﹇2010 : 3‌2

﹈
は
「
こ
こ
で
示

さ
れ
た
方
向
性
が
、
今
日
の
殯
葬
改
革
を
規
定
し
て
お
り
、
死
の
処

理
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
」
と
指
摘
す
る
。
文
革

後
の
一
九
八
五
年
二
月
に
は
「
国
務
院
関
於
殯
葬
管
理
的
暫
行
規

定
」
が
発
布
さ
れ
、
各
級
政
府
に
対
し
て
火
葬
推
進
と
土
葬
廃
止
の

た
め
の
宣
伝
教
育
活
動
が
指
示
さ
れ
〉
2
〈
た
。
一
九
九
二
年
八
月
に
は
民

政
部
か
ら
「
公
墓
管
理
暫
行
辦
法
」
が
公
布
さ
れ
、「
国
務
院
関
於

殯
葬
管
理
的
暫
行
規
定
」
が
定
め
た
耕
地
の
使
用
禁
止
等
に
つ
い
て

そ
の
詳
細
が
規
定
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
七
月
に
発
布
さ
れ
た
「
国

務
院
殯
葬
管
理
条
例
」
で
は
、
火
葬
場
、
殯
儀
館
（
葬
儀
会
館
）
の

建
設
推
進
、
埋
葬
、
喪
葬
用
品
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
、
罰
則

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
江
蘇
省
で
は
一
九
八
五
年
七
月
に
「
江
蘇
省
人
民
政
府
関
於
殯
葬
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管
理
的
実
施
辦
法
」
が
公
布
さ
れ
、
火
葬
の
推
進
が
定
め
ら
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
「
江
蘇
省
殯
葬
管
理
辦
法
」
は
、

「
本
省
行
政
区
域
実
行
火
葬
、
禁
止
土
葬
」
と
し
た
上
で
、
火
葬
ま

で
の
期
間
を
死
亡
後
七
二
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
、
公
墓
の
購
入
に

は
火
葬
証
明
ま
た
は
死
亡
証
明
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
封
建
迷
信
活
動
、
土
葬
用
の
棺
の
使
用
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
徐
州
市
に
お
け
る
展
開
を
み
る
と
、
一
九
六
〇
年
に
「
徐
州
市
南

郊
火
葬
場
」
が
建
設
さ
れ
、
一
九
六
一
年
に
は
火
葬
業
務
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
制
定
の
「
徐
州
市
殯
葬
管
理
暫
行
辦
法
」

で
は
、
葬
儀
に
か
か
わ
る
業
務
を
「
殯
葬
管
理
所
」
に
よ
っ
て
統
一

管
理
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
寿
棺
、
寿
衣
等
の
葬
礼

用
品
の
生
産
、
香
、
紙
製
の
供
物
等
の
生
産
を
禁
じ
て
い
る
。
一
九

七
四
年
に
は
「
徐
州
市
殯
葬
管
理
試
行
辦
法
」
が
制
定
さ
れ
、
土
葬

を
徹
底
的
に
排
除
し
、
火
葬
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
﹇
徐
州
市

地
方
志
編
纂
委
員
会
編1994 : 1761

﹈。
一
九
八
〇
年
代
以
後
、
葬

礼
の
改
革
が
推
進
さ
れ
、
一
九
九
五
年
四
月
に
「
徐
州
市
殯
葬
管
理

辦
法
」
が
、
さ
ら
に
一
九
九
八
年
一
月
に
「（
修
改
）
徐
州
市
殯
葬

管
理
辦
法
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　
市
志
、
県
志
の
葬
礼
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
、「
解
放
後
」、「
建

国
後
」
と
明
示
さ
れ
た
部
分
で
は
、
い
か
に
殯
葬
改
革
が
推
進
さ

れ
、
成
果
を
挙
げ
た
か
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
徐
州
市

志
』
で
は
「
火
葬
は
一
般
に
定
着
し
、
大
々
的
な
葬
礼
と
多
く
の
迷

信
活
動
は
す
で
に
消
失
し
た
」
と
あ
る
﹇
徐
州
市
地
方
志
編
纂
委
員

会
編1994 : 2149

﹈。
新
沂
市
で
は
一
九
八
三
〜
一
九
八
八
年
の
間

に
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
火
葬
さ
れ
、
封
建
迷

信
活
動
に
反
対
し
て
習
俗
の
改
革
を
行
い
、
何
度
も
省
、
市
か
ら

「
殯
葬
改
革
先
進
単
位
」
の
称
号
を
受
け
た
と
す
る
﹇
新
沂
市
地
方

志
編
纂
委
員
会
編1995 : 492

﹈。

　
と
こ
ろ
が
『
新
沂
県
志
』
に
は
「
骨
灰
を
棺
に
入
れ
、
墳
墓
を
建

て
る
も
の
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
﹇
新
沂

市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編1995 : 666

﹈、『
銅
山
県
志
』
で
は
近
年
、

火
葬
が
推
進
さ
れ
、
土
葬
習
俗
は
し
だ
い
に
改
め
ら
れ
た
と
し
な
が

ら
「
非
常
に
大
き
な
抵
抗
が
あ
る
」
と
す
る
﹇
江
蘇
省
銅
山
県
県
志

編
纂
委
員
会
編1993 : 900

﹈。
ま
た
、『
東
海
県
志
』
の
よ
う
に
「
近

年
、
農
村
で
は
封
建
迷
信
的
な
葬
礼
習
俗
が
復
活
し
、
さ
ら
に
新
形

式
が
出
現
し
て
派
手
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る

﹇
東
海
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編1994 : 790

﹈。

　
各
地
方
志
の
記
述
は
中
央
、
地
方
政
府
の
方
針
に
沿
っ
た
殯
葬
改

革
の
推
進
、
火
葬
の
実
施
を
謳
い
な
が
ら
、
伝
統
的
習
俗
に
よ
っ
て

葬
礼
を
行
う
人
々
が
根
強
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

各
地
で
葬
礼
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
依
然
と
し
て
伝
統
的
習

俗
に
よ
る
葬
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ホ
ワ
イ
ト
﹇1994 : 329

﹈
は

「
多
く
の
中
国
の
農
村
地
域
に
お
い
て
、
伝
統
的
葬
礼
は
今
な
お
か

な
り
守
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
殯
葬
改
革
が
推
進
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
地
方
志
が
記
さ
れ
て
か
ら
約
二
〇
年
を
経
た
現
在
、
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葬
礼
習
俗
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
〉
3
〈
か
。

二
　
江
蘇
省
北
部
地
域
に
お
け
る
葬
礼
の
現
状

　
現
在
、
本
調
査
地
域
に
お
け
る
葬
礼
で
は
火
葬
を
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
公
墓
へ
の
埋
葬
が
行
わ
れ
て
い
る
。
火
葬
の

実
施
に
よ
り
葬
礼
儀
式
の
一
部
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
変

化
の
形
態
は
市
区
と
農
村
部
で
異
な
る
。
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
れ
ば
農
村
部
で
は
現
在
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
順
序
で
葬
礼
が
行

わ
れ
て
い
る
。
⑴
（
死
亡
前
）
穿
寿
衣
、
⑵
葬
礼
準
備
、
⑶
報
喪
、

⑷
報
廟
、
⑸
火
葬
、
⑹
入
棺
（
火
葬
後
の
骨
灰
の
入
棺
）、
⑺
開

吊
、
辞
霊
、
⑻
送
盤
纏
、
⑼
出
棺
、
埋
葬
。
一
方
、
市
区
で
は
公
墓

に
埋
葬
す
る
場
合
、
棺
は
使
用
で
き
ず
、
伝
統
的
葬
礼
の
中
で
重
要

な
儀
式
と
さ
れ
る
入
棺
は
行
わ
れ
な
い
。
市
区
で
の
葬
礼
は
、
⑴

（
死
亡
前
）
穿
寿
衣
、
⑵
葬
礼
準
備
、
⑶
報
喪
、
⑷
報
廟
、
⑸
開

吊
、
辞
霊
、
⑹
送
盤
纏
、
⑺
火
葬
、
埋
葬
と
い
う
順
序
で
行
わ
れ
て

い
る
。
本
節
で
は
こ
れ
ら
一
連
の
儀
式
に
つ
い
て
、
農
村
部
で
の
順

序
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
報
告
す
る
。
本
調
査
地
域
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
葬
礼
全
体
が
「
大
老
執
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ

て
取
り
仕
切
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
埋
葬
三
日
後
に
墓
前
で
行
う
「
復
三
」、
死
亡
後
七
日
ご

と
に
行
う
「
七
七
」
等
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

㈠
　
死
亡
前
、
穿
寿
衣

　
本
調
査
地
域
で
は
葬
礼
が
事
実
上
、
死
亡
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
人
が
危
篤
に
瀕
し
た
時
に
す
で
に
死

装
束
（「
寿
衣
」「
送
老
衣
」
と
呼
ぶ
。
以
下
「
寿
衣
」
と
す
る
）
へ
の

着
替
え
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
山
本
﹇2012 a

﹈
で
報
告
し
た
よ

う
に
、
こ
の
よ
う
な
習
俗
は
華
北
の
広
範
な
地
域
に
分
布
し
て
い

る
。
寿
衣
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
老
人
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家

で
布
を
買
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
寿
衣
店

で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
必
要
な
時
に
す
ぐ
購
入
で

き
る
た
め
、
多
く
の
場
合
本
人
の
病
が
重
く
な
っ
て
は
じ
め
て
娘
ま

た
は
息
子
の
妻
等
女
性
が
購
入
す
る
。

　
寿
衣
店
で
は
下
着
、
綿
入
上
着
、
綿
入
ズ
ボ
ン
、
外
套
、
靴
下
、

靴
、
帽
子
、
枕
が
一
組
に
し
て
売
ら
れ
て
い
る
（
女
性
に
は
帽
子
で

は
な
く
鳳
冠
を
被
せ
る
こ
と
も
あ
る
）。
男
性
用
に
は
濃
い
青
、
深

紫
、
深
緑
の
も
の
が
多
く
、
女
性
用
に
は
赤
、
濃
茶
、
濃
い
ピ
ン
ク

等
が
用
い
ら
れ
〉
4
〈

る
。
寿
衣
は
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
一
組
が
一
二
〇
元

程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
小
売
店
で
は
一
般
品
が
三
〇
〇
〜
四
〇

〇
元
、
高
級
品
は
七
〇
〇
〜
八
〇
〇
元
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
高
価
な
一
二
〇
〇
元
の
も
の
も
あ
る
。

　
農
村
部
で
は
基
本
的
に
同
性
の
家
族
が
着
替
え
を
さ
せ
る
が
、
市

区
で
は
「
土
工
」
に
頼
む
場
合
も
あ
る
。
着
替
え
の
前
に
は
水
で
濡

ら
し
た
タ
オ
ル
で
手
足
を
拭
く
。
た
だ
し
、
死
が
差
し
迫
っ
て
い
る
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場
合
は
寿
衣
を
着
せ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
手
順
が
省

略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
男
性
は
理
髪
し
て
髭
を
剃
る
。
こ
の
時
、

理
髪
を
担
当
す
る
「
剃
頭
匠
」
は
五
〇
〜
一
〇
〇
元
ほ
ど
の
料
金
で

請
け
負
う
（
通
常
の
理
髪
は
五
〜
一
〇
元
）。
女
性
は
髪
を
梳
き
整

え
る
。
着
替
え
を
急
ぐ
の
は
、「
死
後
に
着
替
え
を
さ
せ
る
と
裸
で

あ
の
世
に
行
く
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
〉
5
〈

る
。

　
な
お
、「
土
工
」（「
土
杠
頭
」
と
も
い
う
）
と
い
う
の
は
、
葬
儀

の
際
、
風
水
師
や
病
院
等
か
ら
の
紹
介
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
る
男
性

の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
店
舗
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
主
に
、

寿
衣
へ
の
着
替
え
（
た
だ
し
、
故
人
が
女
性
の
場
合
は
娘
や
息
子
の

妻
等
、
同
性
の
家
族
が
行
う
）、
棺
担
ぎ
（
骨
灰
盒
を
載
せ
た
テ
ー

ブ
ル
を
担
ぐ
こ
と
も
あ
る
）、「
紙
扎
」
の
童
男
童
女
を
持
つ
こ
と

（
次
項
参
照
）
等
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
東
海
県
で
は
、
土
葬
が
行

わ
れ
て
い
た
頃
は
入
棺
も
土
工
が
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

㈡
　
葬
礼
準
備

　
沭
陽
県
で
は
、
家
族
の
一
員
が
自
宅
で
臨
終
を
迎
え
た
場
合
、
ま

ず
風
水
師
（
地
理
先
生
、
陰
陽
先
生
と
も
い
う
）
が
呼
ば
れ
る
。
風

水
師
が
死
亡
時
刻
を
決
め
な
く
て
は
そ
の
後
の
葬
礼
準
備
が
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
新
沂
市
、
東
海
県
で
も
風
水
師
を
呼
び
、
火
葬

日
、
埋
葬
日
時
、
墓
地
、
墓
地
の
方
向
を
決
め
る
。

　
葬
礼
を
行
う
た
め
に
喪
家
が
必
要
と
す
る
の
は
風
水
師
だ
け
で
は

な
い
。
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
風
水
師
と
は
別
に
葬
礼
の
取
り

仕
切
り
を
す
る
人
を
決
め
、「
孝
子
」（
故
人
の
息
子
）
が
直
接
依
頼

に
行
く
。
こ
の
葬
礼
を
取
り
仕
切
る
人
は
、
徐
州
市
で
は
「
大
老

執
」「
執
客
」
と
呼
ば
れ
、
少
な
く
と
も
六
人
、
多
い
場
合
は
十
人

の
こ
と
も
あ
る
。
沛
県
で
は
「
総
理
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
一
人
、

「
副
総
理
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
三
人
必
要
と
さ
れ
る
。
沭
陽
県
で
は

「
支
客
」
と
呼
ば
れ
る
三
、四
人
の
人
が
取
り
仕
切
る
。
新
沂
市
で
は

経
験
豊
富
な
「
総
管
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
葬
礼
全
体
を
取
り
仕
切

る
。
邳
州
市
で
は
「
大
総
」「
総
知
事
」
と
呼
ば
れ
、
東
海
県
で
は

「
総
料
」「
大
料
理
」「
執
大
殯
」
等
と
呼
ば
れ
る
が
、
以
下
、
本
稿

で
は
一
律
に
「
大
老
執
」
と
す
る
。

　
孝
子
か
ら
依
頼
を
受
け
た
大
老
執
は
す
ぐ
に
喪
家
に
赴
き
、
到
着

後
、
様
々
な
指
示
を
す
る
。
葬
儀
に
必
要
な
「
老
盆
」（「
焼
紙
盆
」

「
牢
盆
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
以
下
「
老
盆
」
と
す
る
）、「
陰
晶
瓶

子
」、「
花
圏
」、「
油
灯
」（
油
ラ
ン
プ
）、
紙
銭
等
の
購
入
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
老
盆
は
素
焼
き
の
大
鉢
で
、
後
述
す
る
「
霊
棚
」
の

中
に
置
い
て
紙
銭
を
焼
く
。
陰
晶
瓶
子
は
直
径
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の

瓶
で
中
に
米
を
入
れ
、
小
麦
粉
を
こ
ね
た
餅
で
蓋
を
し
て
箸
を
挿

す
。
花
圏
は
直
径
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
花
輪
で
、
中
央
に
「
奠
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
花
圏
に
は
贈
り
主
の
氏
名
と
故
人
へ
の
追
悼
の

言
葉
が
書
か
れ
た
黒
い
リ
ボ
ン
が
付
け
ら
れ
る
。
紙
製
や
布
製
の
花

を
用
い
た
も
の
の
ほ
か
、
近
年
は
生
花
を
用
い
た
高
価
な
花
圏
も
見

ら
れ
る
。
以
前
は
業
者
と
し
て
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
喪
家
の
依

頼
を
受
け
て
作
る
人
が
い
た
が
、
現
在
は
寿
衣
店
で
販
売
さ
れ
て
い



写真1　紙製花圏（寿衣店）（2009年９月筆者撮影）

写真２　老盆、茶壺、油灯（寿衣店）（2008年９月筆者撮影）

写真３　歩道に並べられた紙扎と生花製花圏
（2009年９月筆者撮影）
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る
。
花
圏
は
霊
棚
の
内
外
に
並
べ
て
置
く
。
紙
銭
は
白
ま
た
は
黄
色

の
紙
で
作
ら
れ
て
い
る
。
黄
色
い
紙
製
の
も
の
は
束
に
し
て
売
ら
れ

て
い
る
。
現
在
で
は
「
冥
府
銀
行
」「
一
万
元
」
等
と
書
か
れ
、
閻

魔
王
の
絵
な
ど
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　
こ
の
他
、
娘
が
「
紙
扎
」「
扎
彩
」
と
呼
ば
れ
る
紙
製
の
供
物
を
購

入
す
る
（
以
下
「
紙
扎
」
と
す
る
）。
紙
扎
に
は
馬
（
男
性
の
乗
り

物
）、
牛
（
女
性
の
乗
り
物
）、
轎
（
女
性
の
乗
り
物
）、
家
、
童
男

童
女
（
召
使
い
）、
揺
銭
樹
（
財
産
の
象
徴
）、
金
山
銀
山
（
財
産
の

象
徴
）
等
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
車
や
バ
イ
ク
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ

ビ
、
ソ
フ
ァ
、
電
話
、
携
帯
電
話
等
の
生
活
用
品
も
あ
る
。
紙
扎
の

費
用
は
一
般
の
葬
儀
で
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
元
、
豪
華
な
葬
儀
の
場
合

は
五
〇
〇
〜
七
〇
〇
元
ほ
ど
と
な
る
。
紙
扎
は
埋
葬
の
前
日
、
店
か

ら
喪
家
に
届
け
ら
れ
る
。
届
け
ら
れ
た
紙
扎
は
弔
問
に
訪
れ
た
人
々

か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
霊
棚
の
中
に
は
置
か
ず
、
周
辺
に
置
か
れ

る
。
親
孝
行
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
徐
州
市
郊
外
に
は
紙
扎
の
製
作
所
が
あ
り
、
馬
、
牛
、
轎



写真４　紙扎（寿衣店）（2009年９月筆者撮影）

写真５ 紙扎「童男童女」（紙扎製作所）（2009年９月筆者撮影）

写真６　紙扎製作作業（紙扎製作所）（2009年９月筆者撮影）
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を
は
じ
め
、
車
や
家
電
製
品
等
様
々
な
紙
扎
を
作
り
、
寿
衣
店
に
卸

売
し
て
い
る
。

　
遺
体
は
喪
家
の
広
間
に
簡
易
式
の
ベ
ッ
ド
（「
霊
床
」「
冷
鋪
」
と

呼
ば
れ
る
）
を
設
え
、
頭
を
南
（
入
口
の
方
向
）
に
向
け
て
安
置
さ

れ
る
。
こ
の
場
所
を
「
霊
堂
」
ま
た
は
「
喪
屋
」
と
呼
ぶ
（
遺
体
を

殯
儀
館
に
安
置
す
る
場
合
は
こ
れ
を
設
け
な
い
）。
夏
季
に
は
「
氷

棺
」
を
使
っ
て
遺
体
を
保
冷
す
る
こ
と
が
多
い
。
氷
棺
に
は
全
身
を

覆
う
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
蓋
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て
お
り
、
遺
体
を

安
置
す
る
台
の
下
部
が
冷
蔵
装
置
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
殯
儀
館

か
ら
借
り
て
い
た
が
、
現
在
は
霊
棚
を
作
る
業
者
か
ら
借
り
る
場
合

が
多
い
。
彼
ら
は
霊
棚
や
氷
棺
を
貸
す
だ
け
で
、
物
品
の
販
売
に
は

か
か
わ
ら
ず
、
店
舗
形
式
で
は
な
い
。

　
遺
体
の
顔
に
は
紙
銭
ま
た
は
白
い
紙
（「
蒙
臉
紙
」
と
呼
ば
れ
る
）

を
か
け
る
。
ま
た
、「
倒
頭
紙
」
と
呼
ば
れ
る
紙
銭
を
燃
や
す
、「
倒
頭

飯
」（
碗
に
盛
っ
た
飯
に
箸
を
挿
し
た
も
の
。
飯
は
生
煮
え
と
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
）
を
供
え
る
、
故
人
の
両
足
を
紐
で
く
く
る
、「
打



写真７「氷棺」写真見本（寿衣店）（2009年９月筆者撮影）

写真８　集合住宅階下に設置された「霊棚」

（2009年９月筆者撮影）
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狗
餅
（
子
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
寿
衣
の
袖
の
中
に
入
れ
る
、「
長

命
灯
」
と
呼
ば
れ
る
明
り
を
灯
す
、
等
々
の
儀
式
が
行
わ
れ
〉
6
〈

る
。
沛

県
で
は
大
老
執
が
到
着
し
た
後
、「
指
路
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は

故
人
に
冥
界
へ
の
道
を
示
す
習
俗
で
、
息
子
が
霊
堂
の
外
で
小
さ
な

椅
子
に
乗
り
、
秤
で
南
西
を
指
し
て
「
×
×
、
南
西
、
去
了
極
楽
世

界
」（
×
×
、
南
西
へ
、
極
楽
世
界
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
三
回
叫

ぶ
。
以
前
は
「
南
西
へ
」
と
だ
け
叫
ん
で
い
た
が
、
現
在
は
続
け
て

「
極
楽
世
界
へ
」
と
言
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
〉
7
〈

る
。

　
遺
体
を
安
置
し
た
霊

堂
の
外
側
に
は
「
霊

棚
」（
ま
た
は
「
喪
棚
」）

と
い
う
弔
問
客
が
拝
礼

を
行
う
場
所
が
設
え
ら

れ
る
。
農
村
部
で
は
大

老
執
の
指
示
に
よ
り
、

故
人
よ
り
下
の
世
代
の

人
（
同
姓
の
親
族
）
が

作
る
。
集
合
住
宅
の
場

合
は
自
宅
の
あ
る
階
段

の
下
に
業
者
か
ら
借
り

て
作
る
。
霊
棚
の
中
に

は
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、

そ
の
上
に
遺
影
が
置
か

れ
る
。
遺
影
の
前
に
は
五
種
類
の
供
物
（
魚
、
鶏
、
豚
、
果
物
、
野

菜
）
を
並
べ
、
蝋
燭
、
香
炉
を
置
く
。
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
は
老
盆
を

置
い
て
紙
銭
を
燃
や
し
、
そ
の
前
に
油
ラ
ン
プ
と
陰
晶
瓶
を
並
べ

る
。
テ
ー
ブ
ル
の
後
方
に
は
「
挽
聯
」（
追
悼
の
対
句
が
書
か
れ
た

対
聯
）
が
掛
け
ら
れ
、
中
央
に
は
「
奠
」
の
字
が
書
か
れ
た
紙
が
貼

ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、
楽
隊
（「
喇
叭
班
」と
呼
ば
れ
る
）
も
必
要
と
な
る
が
、

そ
れ
は
息
子
、
娘
ま
た
は
大
老
執
が
手
配
す
る
。
楽
隊
の
編
成
は
と
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こ
ろ
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
〇
人
か
ら
二
〇
人
が
一
組
と
な
っ
て

活
動
す
る
。
沭
陽
県
で
は
以
前
は
一
組
が
七
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
一
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
自
宅
で
は
な
く
病
院
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。
病
院
で
死
亡
し
た
場
合
、
遺
体
は
家
に
連
れ
帰
る
こ
と
は
で
き

な
い
。「
冷
屍
不
進
家
」（
冷
た
く
な
っ
た
遺
体
は
家
に
入
れ
な
い
）

と
い
い
、
自
宅
以
外
の
場
所
で
死
亡
し
た
場
合
、
遺
体
は
家
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
〉
8
〈

る
。
死
亡
後
、
遺
体
は
ま
ず
病
院
の

「
太
平
間
」
と
呼
ば
れ
る
霊
安
室
に
安
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
直
接
殯

儀
館
に
運
ば
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
存
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
死

亡
当
日
は
殯
儀
館
で
儀
式
を
行
わ
ず
、
自
宅
に
霊
棚
を
設
え
て
親

族
、
知
人
ら
の
弔
問
を
受
け
る
。
た
だ
し
霊
堂
は
設
置
し
な
い
。

㈢
　
報
喪

　
霊
棚
を
作
っ
た
後
、
親
族
に
死
を
知
ら
せ
る
。
こ
れ
を
「
報
喪
」

と
呼
ぶ
。
母
方
の
お
じ
、
お
ば
の
家
に
は
、
息
子
が
知
ら
せ
に

行
〉
9
〈

く
。
現
在
は
電
話
で
知
ら
せ
る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
る
。
報
喪
に

行
く
人
の
服
装
、
持
ち
物
に
は
地
域
差
が
あ
る
。
例
え
ば
沭
陽
県
で

は
服
装
に
特
に
規
定
が
な
い
が
、「
孝
鞋
」（
白
い
靴
）
だ
け
は
履
い

て
い
く
。
徐
州
市
で
は
「
孝
帽
」（
白
い
帽
子
）
を
か
ぶ
り
、「
哭
喪

棒
」
と
い
う
棒
を
持
っ
て
行
く
。「
哭
喪
棒
」
は
訪
問
先
の
家
に
到

着
す
る
と
取
り
出
し
て
手
に
持
つ
。

　「
哭
喪
棒
」
は
「
哀
棒
」「
哀
棍
」「
孝
棍
」「
哀
杖
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
一
本
の
柳
の
枝
か
ら
斧
を
使
っ
て
息
子
の
人
数
分
の
本
数
を
作

る
。
徐
州
市
、
新
沂
市
、
東
海
県
で
は
そ
の
枝
に
白
い
紙
を
貼
る
。

沭
陽
県
で
は
息
子
以
外
の
同
姓
の
甥
、
孫
は
細
い
葦
を
何
本
か
ま
と

め
、
イ
チ
ビ
（
苘
）
で
縛
り
、
白
い
紙
を
巻
い
た
哭
喪
棒
を
持
つ
。

こ
の
棒
は
報
喪
の
時
だ
け
で
な
く
、
出
棺
の
時
に
も
手
に
持
つ
。
実

際
に
、
殯
儀
館
で
火
葬
を
待
つ
孝
子
が
手
に
し
て
い
る
姿
も
見
か
け

ら
れ
た
。
埋
葬
後
は
墓
に
挿
す
か
、
墓
の
横
に
置
く
。
以
前
は
男
性

の
み
が
持
ち
、
女
性
が
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
息
子
が

い
な
い
場
合
、
娘
が
持
つ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

㈣
　
報
廟

　
死
者
の
霊
魂
は
人
間
界
の
管
理
を
離
れ
て
冥
界
の
管
理
下
に
置
か

れ
、
死
後
数
日
間
は
土
地
神
の
も
と
に
留
め
置
か
れ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
家
族
は
土
地
廟
へ
行
き
、
土
地
神
に
死
を
知
ら

せ
る
。
こ
れ
を
「
報
廟
」
と
呼
ぶ
（「
送
湯
」「
上
廟
」「
点
湯
」
と
も

呼
ば
れ
る
）。

　
報
廟
に
関
し
て
、
そ
の
類
型
、
全
国
的
分
布
状
況
お
よ
び
起
源
に

つ
い
て
は
、
山
本
﹇2013

﹈
で
論
じ
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ

ば
、
本
調
査
地
域
で
も
報
廟
の
方
法
に
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
一
日
三
回
（
朝
昼
晩
）
行
わ
れ
る
こ
と
で
は
共
通
す

る
。
沛
県
で
は
埋
葬
前
の
二
日
間
、
息
子
全
員
、
楽
隊
と
二
人
の

「
潑
湯
」（
桶
に
水
を
入
れ
て
担
ぎ
、
途
中
、
水
を
撒
き
な
が
ら
行

く
）
を
す
る
人
が
行
く
。
沭
陽
県
で
は
死
亡
日
か
ら
出
棺
前
日
ま
で
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家
族
、
近
親
者
全
員
が
土
地
廟
へ
行
く
。
新
沂
市
、
東
海
県
で
は
、

埋
葬
前
日
ま
で
に
全
部
で
七
回
行
う
。
米
を
煮
た
湯
を
入
れ
た
茶
壺

を
持
っ
た
人
が
道
々
、
少
し
ず
つ
こ
ぼ
し
な
が
ら
廟
に
行
く
。
廟
に

到
着
す
る
と
紙
銭
を
燃
や
し
、
廟
の
周
り
を
一
周
し
て
か
ら
叩
頭

し
、
哭
し
て
帰
る
。
最
後
の
回
に
は
家
族
親
族
が
全
員
で
行
く
。
長

男
の
妻
が
「
領
魂
旗
」（
白
布
で
作
っ
た
小
旗
。
故
人
の
魂
の
依
り

代
と
さ
れ
る
）
を
土
地
廟
に
置
き
、
白
い
紙
で
土
地
廟
の
入
口
に
封

を
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
死
者
の
魂
を
土
地
廟
に
封
じ
、
土
地
神

に
預
け
る
こ
と
を
表
す
。
い
ず
れ
の
地
域
で
も
大
老
執
が
同
行
し
て

儀
式
の
指
示
を
す
る
。

　
現
在
、
本
調
査
地
域
で
は
廟
が
消
失
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
報
廟
は
農
村
部
で
は
重
要
な
儀
式
と
し
て
な
お
継
承
さ
れ

て
い
る
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
沭
陽
県
、
東
海
県
で
は
文
化
大
革

命
後
に
新
た
に
土
地
廟
を
造
り
、
そ
こ
で
報
廟
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
い
う
話
が
聞
か
れ
た
。
廟
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
段

ボ
ー
ル
や
ゴ
ザ
で
囲
い
を
作
る
、
瓦
や
レ
ン
ガ
を
組
む
、
あ
る
い
は

缸
（
か
め
）
を
逆
さ
に
す
る
こ
と
で
臨
時
の
土
地
廟
が
作
ら
れ
〉
10
〈

る
。

臨
時
に
作
ら
れ
た
土
地
廟
に
は
テ
ー
ブ
ル
ま
た
は
椅
子
を
置
き
、
そ

の
上
に
土
地
神
を
示
す
「
土
爺
」・「
土
奶
」
ま
た
は
「
土
地
老
爺
之

神
位
」「
福
徳
正
神
」
と
書
い
た
牌
（
段
ボ
ー
ル
等
で
作
る
）
を
置

く
。
缸
を
使
う
と
こ
ろ
で
は
そ
の
上
に
「
福
徳
正
神
」
と
書
い
た
白

い
紙
を
貼
る
。
東
海
県
で
は
初
め
て
報
廟
（
当
地
で
は
「
送
湯
」
と

呼
ば
れ
る
）
す
る
時
、
死
者
の
牌
（「
×
×
×
之
位
」
と
書
か
れ
て

い
る
）
を
中
に
置
く
。
そ
の
他
、
蝋
燭
、
線
香
、
料
理
を
置
く
と
こ

ろ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
臨
時
の
土
地
廟
は
自
宅
近
く
の
十
字
路
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
設
置
場
所
は
風
水
師
が
決
め
る
。

㈤
　
火
葬

　
殯
葬
改
革
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
葬
礼
の
体
系
の
中
に
火
葬
が
つ
け

加
え
ら
れ
た
。
現
在
、
本
調
査
地
域
で
は
各
市
、
県
に
殯
儀
館
、
火

葬
場
が
設
置
さ
れ
て
い
〉
11
〈

る
。
火
葬
は
す
で
に
葬
礼
の
中
に
定
着
し
て

お
り
、
死
亡
当
日
、
二
日
目
、
ま
た
は
三
日
目
に
行
わ
れ
る
。

　
以
前
、
土
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
は
遺
体
を
納
め
た
棺
を
家
か
ら

運
び
出
す
こ
と
を
「
出
殯
」「
出
棺
」「
発
喪
」
と
呼
ん
だ
。
現
在
、

市
区
で
は
遺
体
は
自
宅
に
は
置
か
ず
、
ま
ず
殯
儀
館
に
運
ば
れ
、
そ

こ
で
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、「
出
殯
」「
出
棺
」「
発

喪
」
と
は
、
家
族
、
親
族
が
火
葬
の
た
め
に
殯
儀
館
へ
行
く
こ
と
を

指
す
。
火
葬
後
は
一
般
に
、
骨
灰
を
入
れ
た
「
骨
灰
盒
」（
後
述
）

を
持
っ
て
殯
儀
館
か
ら
公
墓
へ
向
か
い
埋
葬
す
る
。
た
だ
し
、
骨
灰

盒
を
い
っ
た
ん
家
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
る
。
農
村
部
で
は
遺
体
は

ま
ず
自
宅
に
安
置
し
、
そ
の
後
殯
儀
館
に
運
び
、
火
葬
す
る
。
こ
れ

は
「
火
化
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
火
葬
後
、
骨
灰
盒
を
家
に
持
ち

帰
っ
て
霊
堂
に
安
置
す
る
。
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
入
棺
の
儀
式

を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
後
（
死
後
三
日
以
上
を
経
る
）、「
開

吊
」・「
辞
霊
」・「
送
盤
纏
」（
後
述
）
を
行
っ
た
後
、
埋
葬
の
た
め
に

墓
地
へ
向
か
う
。
農
村
部
で
「
出
殯
」「
出
棺
」「
発
喪
」
と
い
う
の
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は
、
骨
灰
を
自
宅
か
ら
運
び
出
し
、
墓
地
に
赴
く
こ
と
を
指
す
。

　
新
沂
市
、
邳
州
市
、
沭
陽
県
、
東
海
県
で
は
以
前
、
土
葬
が
行
わ

れ
て
い
た
頃
は
、
女
性
は
埋
葬
の
際
、
墓
地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
家
か
ら
一
キ
ロ
ほ
ど
（
農
村
部
で
は
村
の
は
ず
れ
）
の

地
点
ま
で
棺
を
送
っ
た
後
、
ま
た
は
「
路
祭
」（
出
棺
後
、
家
か
ら

少
し
離
れ
た
場
所
で
一
旦
棺
を
下
し
て
行
う
儀
式
）
が
終
わ
っ
た
時

点
で
家
に
引
き
返
し
て
い
た
。
邳
州
市
、
東
海
県
で
は
現
在
も
女
性

は
殯
儀
館
へ
同
行
し
な
い
。
火
葬
が
葬
礼
に
加
え
ら
れ
た
際
、「
自

宅
か
ら
遺
体
を
送
り
出
す
時
、
女
性
は
同
行
し
な
い
」
と
い
う
伝
統

的
な
規
定
が
当
て
は
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
﹇
山
本2009 : 5‌4

﹈。

新
沂
市
、
沭
陽
県
で
は
、
現
在
、
火
葬
後
す
ぐ
に
公
墓
に
埋
葬
す
る

場
合
は
女
性
も
墓
地
へ
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
火
葬
の
前
に
遺
体
の
顔
を
拭
く
「
浄
面
」
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
土
葬
の
頃
は
、
こ
の
儀
式
が
入
棺
の
前
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
遺
体
を
自
宅
か
ら
殯
儀
館
へ
運
ぶ
前
に
行
わ
れ
〉
12
〈

る
。
沭
陽
県

で
は
土
工
が
タ
オ
ル
を
濡
ら
し
て
遺
体
の
顔
を
拭
く
。
遺
体
を
自
宅

に
連
れ
帰
ら
ず
に
病
院
か
ら
直
接
殯
儀
館
に
運
ん
で
安
置
す
る
場
合

は
、
家
族
や
土
工
に
よ
る
浄
面
は
行
わ
れ
ず
、
火
葬
の
前
に
殯
儀
館

職
員
の
手
に
よ
っ
て
整
容
さ
れ
、
死
化
粧
が
施
さ
れ
る
。

　
徐
州
市
区
で
は
、
火
葬
当
日
、
自
宅
で
「
辞
霊
」（
後
述
）
を
行
っ

た
後
、
親
族
ら
が
車
に
乗
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
花
圏
や
紙
扎
を

積
ん
で
殯
儀
館
に
行
く
。
殯
儀
館
で
は
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て

「
遺
体
告
別
式
」
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
大
老
執
も
同
行
し
て
拝

礼
の
順
序
、
家
族
か
ら
弔
問
者
に
対
す
る
返
礼
の
指
示
等
を
す
る
。

　
火
葬
後
の
骨
灰
は
赤
い
布
袋
で
包
ま
れ
、「
骨
灰
盒
」
と
呼
ば
れ

る
箱
に
入
れ
て
家
族
に
渡
さ
れ
る
。
骨
灰
盒
は
二
〇
セ
ン
チ
×
三
〇

セ
ン
チ
×
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
箱
で
、
木
製
、
大
理
石
製
、
玉
製
な

ど
素
材
や
彫
刻
、
細
工
に
よ
っ
て
様
々
な
ラ
ン
ク
が
あ
る
。
以
前
は

殯
儀
館
で
の
み
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
寿
衣
店
で
も
売
ら
れ

て
い
る
。
価
格
は
寿
衣
店
で
は
二
〇
〇
元
、
三
〇
〇
元
か
ら
一
二
〇

〇
元
程
度
だ
が
、
殯
儀
館
で
は
五
〇
〇
〇
元
、
六
〇
〇
〇
元
と
い
う

高
価
な
も
の
も
売
ら
れ
て
い
る
。

㈥
　
入
棺

　「
上
材
」「
入
殮
」「
盛
殮
」「
成
殮
」「
收
殮
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

土
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
、
遺
体
は
木
製
棺
に
入
れ
て
埋
葬
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
、
土
葬
の
た
め
の
木
製
棺
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
現
在
で
は
火
葬
後
、
骨
灰
を
棺

の
中
に
入
れ
る
こ
と
を
指
す
。

　
市
区
で
公
墓
に
埋
葬
す
る
場
合
、
棺
を
使
う
こ
と
は
で
き
ず
、
入

棺
の
儀
式
は
行
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
農
村
部
で
は
火
葬
後
、
木
製

棺
、
石
製
棺
や
セ
メ
ン
ト
製
の
棺
に
骨
灰
盒
を
そ
の
ま
ま
入
れ
る
と

こ
ろ
や
、
骨
灰
で
人
の
形
を
作
っ
て
入
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
き

る
だ
け
よ
い
木
材
を
用
い
、
大
き
な
棺
を
作
り
た
い
と
い
う
希
望
は

以
前
と
同
様
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
や
や
小
ぶ
り
の
棺
が
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
か
つ
て
の
棺
は
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
だ
っ
た
が
、
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現
在
は
長
さ
が

一
・
一
メ
ー
ト
ル
、

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、

一
・
八
メ
ー
ト
ル

等
で
あ
る
。
価
格

は
材
質
、
木
材
の

厚
さ
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
一
五
〇

〇
元
か
ら
二
〇
〇

〇
元
ほ
ど
で
、
材

木
を
買
っ
て
村
の

大
工
に
作
っ
て
も

ら
う
か
製
造
業
者

か
ら
購
入
す
る
。

セ
メ
ン
ト
製
の
棺

は
「
水
泥
盒
子
」
と
い
い
、
火
葬
開
始
後
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
入
棺
の
際
、
棺
の
中
に
は
専
用
の
布
団
が
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
寿

衣
が
敷
か
れ
る
。
こ
の
寿
衣
は
遺
体
に
着
せ
た
寿
衣
と
は
別
に
娘
が

も
う
一
組
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
敷
い
た
寿
衣
の
中
に
骨
灰
を
撒

き
、
服
を
着
せ
る
よ
う
に
包
み
、
靴
下
、
靴
、
帽
子
を
人
の
形
に
配

置
す
る
。
紙
で
頭
部
を
作
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
他
、
棺
に
生
前

の
服
を
入
れ
る
と
こ
ろ
や
、
棺
底
に
七
枚
の
硬
貨
を
北
斗
七
星
の
形

に
置
き
、
そ
の
上
に
布
団
を
敷
い
て
寿
衣
を
置
く
と
こ
ろ
、
七
枚
の

硬
貨
を
置
き
、
そ
れ
を
麻
の
糸
で
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
も
あ
〉
13
〈

る
。

㈦
　
開
吊
、
辞
霊

　
埋
葬
前
日
ま
た
は
埋
葬
当
日
に
友
人
知
人
に
よ
る
正
式
な
弔
問
が

行
わ
れ
る
。「
開
吊
」「
正
吊
」
と
呼
ば
れ
る
。
弔
問
者
は
紙
銭
ま
た

は
弔
問
金
を
持
参
し
、
霊
棚
で
叩
頭
す
る
。
喪
家
は
弔
問
客
に
食
事

を
振
る
舞
う
。

　
埋
葬
前
日
　
ま
た
は
埋
葬
当
日
の
早
朝
に
は
近
親
者
に
よ
る
故
人

と
の
告
別
の
儀
式
で
あ
る
「
辞
霊
」（「
行
礼
」「
行
大
礼
」
と
も
呼

ば
れ
る
）
が
行
わ
れ
る
。
辞
霊
の
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

徐
州
市
区
で
は
埋
葬
当
日
の
朝
、
大
老
執
が
指
示
を
し
て
行
う
。
長

男
、
長
男
の
妻
、
娘
、
娘
の
夫
、
同
姓
の
甥
、
甥
の
妻
、
姪
、
孫

（
長
男
の
前
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
）、
孫
の
妻
の
順
に
霊
棚
で
遺
影

に
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
四
回
叩
頭
す
る
。
銅
山
県
で
は
霊
棚
で
息
子

全
員
が
敷
か
れ
た
ゴ
ザ
の
上
で
三
回
お
辞
儀
を
し
、
三
回
叩
頭
す

る
。
長
男
は
テ
ー
ブ
ル
の
前
で
酒
を
受
け
取
り
、
地
面
に
ま
く
。
続

い
て
孫
、
息
子
の
妻
、
娘
、
同
姓
の
甥
、
甥
の
妻
、
姪
の
順
に
同
様

に
ゴ
ザ
の
上
で
礼
を
す
る
。
沭
陽
県
で
は
埋
葬
前
夜
、「
奠
酒
」・

「
破
菜
」
と
い
う
儀
式
を
行
っ
た
後
、
辞
霊
を
行
〉
14
〈

う
。
辞
霊
の
際
は

家
族
、
親
族
が
一
人
ず
つ
四
回
叩
頭
す
る
が
、
両
親
が
共
に
亡
く

な
っ
て
い
る
時
は
八
回
ず
つ
叩
頭
し
て
告
別
す
る
。
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㈧
　
送
盤
纏

　
埋
葬
前
夜
ま
た
は
埋
葬
当
日
に
村
は
ず
れ
の
道
や
十
字
路
で
、
故

人
が
天
に
昇
る
た
め
の
旅
費
（「
盤
纏
」）
を
贈
り
、
そ
の
魂
を
送

る
。
こ
れ
を
「
送
盤
纏
」
と
呼
〉
15
〈

ぶ
。

　
徐
州
市
区
で
は
死
者
の
年
齢
と
同
数
の
餃
子
を
作
り
、「
面
灯
」

（
粉
を
練
り
、
丸
く
作
っ
た
も
の
に
油
を
入
れ
た
灯
）、
紙
製
の
「
銭

褡
子
」（
長
さ
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
肩
の
前
後
に
か
け
る
旧
時
の
財

布
）、
紙
銭
、
米
粉
を
溶
い
た
湯
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
送
盤
纏
を
行

う
十
字
路
に
運
ん
で
行
く
。
霊
棚
の
周
り
に
飾
っ
て
い
た
紙
扎
を
担

い
で
行
く
こ
と
も
あ
る
。
途
中
、
歩
き
な
が
ら
湯
を
ま
い
て
い
く
。

十
字
路
に
到
着
す
る
と
地
面
に
円
（
南
西
側
に
一
箇
所
、
欠
け
を
作

る
）
を
描
き
、
中
に
餃
子
を
入
れ
た
碗
と
面
灯
が
置
か
れ
る
。
故
人

の
息
子
、
娘
は
円
の
東
側
に
位
置
し
、
長
男
が
「
父
（
母
）、
来
背

銭
褡
子
」（
お
父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
）、
財
布
を
と
り
に
来
て
く
だ
さ

い
）
と
大
声
で
三
回
叫
ん
だ
後
、
紙
銭
、
紙
扎
が
燃
や
さ
れ
る
。
東

海
県
で
は
埋
葬
前
日
、
土
地
廟
で
最
後
の
送
湯
（
前
項
㈣
を
参
照
）

を
行
っ
た
後
、
二
つ
の
紙
製
の
轎
、
テ
ー
ブ
ル
を
担
い
で
三
叉
路
ま

た
は
十
字
路
へ
向
か
う
。
息
子
は
廟
に
置
か
れ
て
い
た
牌
を
背
負
っ

て
行
く
。
担
い
で
行
く
轎
の
一
つ
は
故
人
の
た
め
、
も
う
一
つ
は
故

人
を
あ
の
世
か
ら
迎
え
に
く
る
者
の
た
め
と
さ
れ
て
い
〉
16
〈

る
。
女
性
は

送
湯
に
は
同
行
す
る
が
、
送
盤
纏
を
行
う
場
に
は
行
か
な
い
。
十
字

路
に
到
着
す
る
と
、
息
子
や
孫
等
は
テ
ー
ブ
ル
の
後
ろ
で
ひ
ざ
ま
ず

き
、
母
方
の
兄
弟
、
娘
婿
が
拝
礼
を
行
っ
た
後
、
轎
が
燃
や
さ
れ
る
。

㈨
　
出
棺
、
埋
葬

　
出
棺
、
埋
葬
は
少
な
く
と
も
死
後
三
日
以
上
経
っ
て
か
ら
行
わ
れ

る
。
沭
陽
県
、
新
沂
市
、
東
海
県
で
は
現
在
も
風
水
師
に
よ
っ
て
吉

日
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
現
在
、「
出
棺
」「
出
殯
」「
発
喪
」
と
言
え
ば
、

市
区
で
は
告
別
式
、
火
葬
の
た
め
に
殯
儀
館
へ
行
く
こ
と
を
指
し
、

農
村
部
で
は
火
葬
後
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
骨
灰
を
埋
葬
の
た
め
に

自
宅
か
ら
運
び
出
し
て
墓
地
へ
向
か
う
こ
と
を
指
す
。
現
在
の
「
埋

葬
」
と
は
市
区
で
は
骨
灰
盒
を
公
墓
に
埋
め
る
こ
と
を
指
す
。
公
墓

は
高
価
で
あ
る
た
め
、
骨
灰
盒
を
ひ
と
ま
ず
「
安
息
堂
」「
寄
存

処
」
に
安
置
す
る
場
合
も
あ
〉
17
〈
る
。
農
村
部
で
は
公
墓
ま
た
は
村
の
墓

地
に
埋
葬
さ
れ
る
。
埋
葬
は
当
地
で
は
一
般
に
「
安
葬
」
ま
た
は

「
下
葬
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
出
棺
時
ま
た
は
路
祭
の
後
、
霊
棚
の
中
で
紙
銭
を
燃
や
す
た
め
に

使
っ
て
い
た
老
盆
を
割
る
。
こ
の
儀
式
を
「
摔
老
盆
」（
ま
た
は

「
摜
老
盆
」）
と
呼
ぶ
。
老
盆
は
必
ず
一
度
で
壊
さ
な
く
て
は
な
ら

ず
、
破
片
は
細
か
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
よ
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

農
村
部
で
は
地
面
に
レ
ン
ガ
等
を
置
き
、
そ
こ
に
打
ち
付
け
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
市
区
で
も
農
村
で
も
出
棺
、
出
殯
、
発

喪
の
時
に
行
わ
れ
る
が
、
市
区
で
は
火
葬
後
、
公
墓
へ
向
か
う
前
に

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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現
在
、
徐
州
市
区

で
は
火
葬
の
た
め
に

殯
儀
館
へ
向
か
う
前

に
長
男
が
老
盆
を
割

る
。
長
男
が
死
亡
し

て
い
る
場
合
は
次

男
、
三
男
が
割
り
、

息
子
が
い
な
い
場
合

は
娘
が
割
る
。
紙
銭

を
燃
や
し
て
い
た
老

盆
を
割
る
こ
と
に
よ

り
、
死
者
が
あ
の
世

に
そ
の
お
金
を
持
っ

て
行
く
と
考
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
老
盆

は
紙
銭
を
燃
や
し
た
灰
を
入
れ
た
ま
ま
割
る
。
老
盆
は
殯
儀
館
ま
で

持
っ
て
行
き
、
火
葬
後
に
割
る
こ
と
も
あ
る
。
殯
儀
館
で
は
職
員
に

よ
っ
て
式
が
進
行
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
時
、
家
族
親
族
が
行
う
拝

礼
の
順
序
等
は
同
行
し
た
大
老
執
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
。
火
葬

後
、
家
族
に
骨
灰
盒
が
渡
さ
れ
る
際
、
大
老
執
の
「
起
棺
」
と
い
う

声
を
合
図
に
殯
儀
館
の
職
員
が
骨
灰
盒
を
持
ち
上
げ
、
同
時
に
長
男

が
部
屋
の
外
で
老
盆
を
割
る
。
そ
の
後
、
職
員
か
ら
長
男
に
骨
灰
盒

が
渡
さ
れ
る
。
公
的
な
施
設
で
あ
る
殯
儀
館
の
職
員
が
伝
統
的
葬
礼

を
取
り
仕
切
る
大
老
執
の
存
在
を
容
認
し
、
共
同
し
て
伝
統
的
儀
式

（「
摔
老
盆
」）
を
行
う
と
い
う
形
態
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
る
。「
起

棺
」
は
、
農
村
部
で
は
骨
灰
盒
ま
た
は
棺
を
家
か
ら
運
び
出
し
て
門

の
外
で
下
し
た
後
、
墓
地
へ
向
か
う
た
め
に
再
び
持
ち
上
げ
る
こ
と

を
指
す
が
、
こ
の
よ
う
に
市
区
の
殯
儀
館
で
行
わ
れ
る
場
合
は
骨
灰

盒
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
を
指
す
。

　
新
沂
市
で
は
墓
地
に
向
か
う
途
中
、
十
字
路
で
一
旦
停
止
し
、
路

祭
を
行
い
、
再
び
出
発
す
る
前
に
老
盆
を
割
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

焼
か
れ
た
紙
銭
を
死
者
が
あ
の
世
に
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
邳
州
市
で
も
路
祭
の
後
、
長
男
が
叩
き
つ
け
て
老
盆

を
割
る
。
こ
こ
で
は
老
盆
を
割
る
人
が
死
者
の
財
産
を
受
け
継
ぎ
、

家
を
継
ぐ
と
さ
れ
て
い
る
。
長
男
が
悲
嘆
に
く
れ
、
老
盆
を
割
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
手
伝
い
の
人
が
長
男
の
頭
越
し
に
地
面
に

叩
き
つ
け
て
割
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
長
男
が
割
っ
た
こ
と
に
な

る
。
沭
陽
県
農
村
部
で
は
出
棺
の
際
、
村
の
十
字
路
な
ど
で
一
旦
停

止
し
、
骨
灰
盒
ま
た
は
棺
の
後
方
で
長
男
（
長
男
の
妻
の
場
合
も
あ

る
）
が
老
盆
を
割
る
。
現
在
で
は
集
合
住
宅
の
下
で
形
式
的
に
行
う

場
合
や
、
ホ
ー
ロ
ー
製
の
盆
を
使
う
家
も
あ
り
、
必
ず
し
も
割
ら
な

く
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
。
東
海
県
で
は
老
盆
は
、
⑴
長
男
が
割
る
、

⑵
長
男
が
持
ち
上
げ
、
他
の
息
子
が
手
を
添
え
て
一
緒
に
割
る
、
⑶

割
ら
な
い
、
と
い
う
三
つ
の
方
法
に
分
か
れ
〉
18
〈

る
。
東
海
県
で
も
老
盆

を
割
る
人
が
故
人
の
財
産
を
継
ぐ
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
相
続
権
の

な
い
人
は
老
盆
を
割
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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埋
葬
の
た
め
墓
地
へ
向
か
う
際
に
は
家
族
、
親
族
ら
が
行
列
を
し

て
歩
く
。
列
の
作
り
方
は
地
域
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
が
、
沭
陽
県

の
場
合
、「
銘
旌
」
を
持
っ
た
長
女
の
婿
、
幡
、
紙
扎
、
花
圏
、
楽

隊
（
先
頭
の
と
こ
ろ
も
あ
る
）、
長
男
（
骨
灰
盒
を
持
つ
こ
と
も
あ

る
）、
息
子
、
孫
、
甥
、
甥
の
息
子
、
棺
ま
た
は
骨
灰
盒
、
息
子
の

妻
、
娘
、
一
般
の
弔
問
客
の
順
に
歩
〉
19
〈

く
。

　
墓
地
へ
運
ば
れ
た
紙
扎
は
そ
こ
で
燃
や
さ
れ
る
。
土
葬
が
行
わ
れ

て
い
た
時
は
、
埋
葬
さ
れ
た
死
者
の
足
元
で
燃
や
し
て
い
た
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
故
人
が
燃
や
し
て
い
る
紙
扎
を
見
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
現
在
、
公
墓
に
は
こ
れ
ら
を
燃
や
す
た
め

の
「
焚
化
亭
」
と
い
う
場
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
燃
や
さ

れ
る
。三

　
伝
統
的
葬
礼
の
伝
承
と
そ
の
担
い
手

　
複
雑
な
手
順
や
決
ま
り
が
多
い
葬
礼
を
取
り
仕
切
る
こ
と
は
一
般

の
人
に
は
難
し
い
。
儀
礼
の
専
門
家
と
し
て
、
僧
や
道
士
が
取
り
仕

切
る
と
こ
ろ
も
あ
〉
20
〈

る
。
し
か
し
、
本
調
査
地
域
で
は
、
僧
や
道
士
が

か
か
わ
る
と
い
う
話
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
ス
ー
ザ
ン
・
ナ
キ
ャ
ー

ン
は
直
隷
（
河
北
）
省
の
旧
志
を
基
に
し
た
調
査
か
ら
、
旧
時
、
葬

礼
に
か
か
わ
る
専
門
家
と
し
て
陰
陽
師
と
風
水
師
、
僧
侶
と
道
士
の

他
、
古
典
的
教
養
を
持
っ
た
人
が
葬
儀
に
招
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
﹇1994 : 76 ‒77

﹈。
こ
の
よ
う
な
伝
統
は
な
お
継
承
さ
れ
て

お
り
、
田
村
﹇2006b : 55 ‒56

﹈
は
陝
西
省
中
部
地
域
の
農
村
で
は

「
執
客
頭
」「
執
事
頭
」「
礼
賓
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
人
の
指
示
に

よ
っ
て
葬
儀
が
進
行
さ
れ
る
と
す
る
。
本
調
査
地
域
に
お
い
て
も
市

区
、
農
村
地
域
と
も
に
葬
礼
の
準
備
や
儀
式
の
進
行
を
取
り
仕
切
る

人
々
が
必
要
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
葬
礼
を
取
り
仕
切
る
こ

と
を
職
業
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
喪
家
と
は
雇
用
関

係
に
は
な
い
。

　
農
村
部
で
は
葬
儀
を
行
う
必
要
が
生
じ
る
と
孝
子
が
同
じ
村
の
大

老
執
に
依
頼
に
行
く
。
大
老
執
は
少
な
く
と
も
三
、四
人
、
多
い
場

合
は
十
人
も
の
人
数
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
孝
子
は
必
ず
一
人
ひ
と

り
の
家
を
訪
ね
て
依
頼
す
る
。
他
村
の
大
老
執
に
依
頼
す
る
と
「
あ

の
村
で
は
自
分
た
ち
（
村
内
）
だ
け
で
葬
儀
が
で
き
な
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
村
の
面
子
に
か
か
わ
る
た
め
、
他
村
の
大
老
執
に
依

頼
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
大
老
執
は
葬
儀
を
手
伝
う

村
人
を
管
理
、
統
率
す
る
必
要
上
、
他
村
の
人
で
は
難
し
い
と
い
う

実
務
的
な
理
由
も
あ
る
。

　
大
老
執
の
家
に
到
着
し
た
孝
子
は
彼
に
向
か
っ
て
叩
頭
す
る
。
こ

の
時
、
孝
子
は
特
に
口
上
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
。
大
老
執
は
孝
子

の
様
子
と
叩
頭
に
よ
っ
て
、
そ
の
家
に
不
幸
が
あ
っ
た
こ
と
を
察
す

る
。
こ
う
し
て
孝
子
の
叩
頭
を
受
け
た
大
老
執
は
、
他
の
用
事
が

あ
っ
て
も
必
ず
葬
儀
の
取
り
仕
切
り
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
仕
事

も
休
ん
で
そ
の
任
に
当
た
る
。
孝
子
の
依
頼
は
喪
家
の
大
老
執
に
対

す
る
尊
敬
の
証
し
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
て
任
に
つ
く
こ
と
は
他
の
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用
件
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
依
頼
を
受
け
た
大
老
執
は

す
ぐ
に
喪
家
へ
赴
く
。
そ
れ
か
ら
数
日
に
わ
た
る
葬
儀
の
間
、
前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
葬
儀
を
行
う
た
め
に
必
要
な
指
示
を
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
儀
式
を
進
行
す
る
。
指
示
は
葬
儀
に
必
要
な
物
品
の
購
入
、

霊
棚
の
設
置
、
弔
問
客
に
振
る
舞
う
酒
や
タ
バ
コ
の
手
配
、
弔
問
客

の
食
事
の
手
配
（
人
数
、
席
、
料
理
、
順
番
等
の
確
認
）
等
多
岐
に

わ
た
る
。
大
老
執
の
指
示
の
下
、
村
人
た
ち
が
様
々
な
役
割
に
当

た
〉
21
〈

る
。
ほ
か
に
、
挽
聯
を
書
く
こ
と
、
親
族
の
氏
名
の
確
認
、
弔
問

金
や
「
挽
帳
」（
親
族
が
贈
る
布
や
掛
布
団
の
表
布
）
を
受
け
取
る

こ
と
等
も
大
老
執
の
役
割
で
あ
る
。
複
数
の
大
老
執
は
同
じ
村
内
の

顔
見
知
り
な
の
で
互
い
に
得
意
な
事
柄
を
了
解
し
て
お
り
、
分
担
し

て
そ
の
任
に
当
た
る
。

　
大
老
執
の
葬
礼
に
関
す
る
知
識
に
は
手
引
書
や
、
教
本
等
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
葬
礼
の
中
で
村
内
の
経
験
豊
富
な
大
老
執
が
経
験

の
浅
い
大
老
執
へ
と
口
頭
で
教
え
、
実
践
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ

て
身
に
つ
け
て
い
く
。
し
か
し
、
大
老
執
の
中
に
は
葬
礼
の
場
に
参

加
し
て
実
践
で
習
う
だ
け
で
な
く
、
儀
礼
に
つ
い
て
専
門
に
教
え
る

人
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
人
も
い
る
。
聞
き
取
り
調
査
に
協
力
し
て
く

れ
た
大
老
執
の
一
人
は
、「
秀
才
」
で
あ
っ
た
清
代
・
朱
萃
声
の
孫

か
ら
教
わ
っ
た
と
い
〉
22
〈

う
。
清
代
、
士
大
夫
の
葬
礼
は
朱
熹
に
よ
る

『
家
礼
』
や
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
丘
濬
『
文

公
家
礼
儀
節
』
に
則
っ
て
行
う
こ
と
が
規
範
と
さ
れ
〉
23
〈

た
。
清
代
、
民

国
期
の
地
方
志
の
記
述
に
は
し
ば
し
ば
「
葬
礼
は
『
家
礼
』
に
基
づ

い
て
行
う
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
〉
24
〈
る
。
士
大
夫
の
習
俗
が
そ
の
ま

ま
一
般
の
人
々
の
習
俗
と
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
彼
の
よ
う
に

士
大
夫
の
子
孫
か
ら
習
っ
た
人
が
大
老
執
と
し
て
伝
統
的
葬
礼
習
俗

を
伝
え
て
き
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
自
身
も
現
在
持
っ
て
い

る
知
識
（
儀
式
の
手
順
や
挽
聯
、
挽
幛
、
銘
旌
の
文
言
等
）
を
さ
ら

に
別
の
人
に
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

　
本
来
、
大
老
執
は
職
業
で
は
な
い
。
そ
の
知
識
と
人
徳
に
対
し
、

喪
家
は
尊
敬
と
礼
を
も
っ
て
依
頼
し
、
大
老
執
は
そ
れ
を
誇
り
と
し

て
数
日
に
わ
た
る
葬
礼
儀
式
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
立
ち
会
い
、
取

り
仕
切
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
大
老
執
自
身
も
ま
た
弔
問
客
の
一

人
で
あ
り
、
喪
家
に
二
〇
元
か
ら
一
〇
〇
元
ほ
ど
の
弔
問
金
（
ま
た

は
紙
銭
）
を
出
す
。
一
方
、
大
老
執
に
対
す
る
喪
家
か
ら
の
礼
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
食
事
（「
鴻
席
」
と
呼
ば
れ
る
や
や
豪
華
な

食
事
を
振
る
舞
う
と
こ
ろ
も
あ
る
）
と
一
日
に
つ
き
一
箱
の
煙
草
、

ま
た
食
事
は
な
く
、
煙
草
十
箱
と
酒
二
本
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ

れ
ら
は
喪
家
か
ら
の
謝
意
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
報
酬
や
賃
金
で
は

な
い
。
ナ
キ
ャ
ー
ン
は
旧
時
の
直
隷
（
河
北
）
省
に
お
い
て
、
専
門

職
以
外
で
葬
礼
に
か
か
わ
る
人
々
に
つ
い
て
「
自
分
達
が
素
人
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
、
決
し
て
金
で
雇
わ
れ
な
か
っ
た
」

﹇1994 : 7‌9

﹈
と
述
べ
て
い
る
。
本
調
査
地
域
に
お
け
る
大
老
執
の
あ

り
方
も
こ
れ
と
一
致
し
、
現
代
で
も
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
近
年
、
特
に
市
区
で
は
大
老
執
と
喪
家
の
関
係
に
変
化
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が
起
き
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
は
従
来
の
喪
家
か
ら
の
尊
敬
と
大
老
執

の
誇
り
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
関
係
で
は
な
く
、
金
銭
に
よ
る
雇

用
と
い
う
関
係
が
生
じ
て
い
る
。
農
村
部
で
あ
れ
ば
村
内
の
人
は
大

老
執
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
市
区
で
は
周
り
に
知
り
合
い
の
大

老
執
が
い
な
い
、
あ
る
い
は
大
老
執
と
ま
っ
た
く
面
識
が
な
い
と
い

う
人
々
が
現
れ
て
き
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
葬
儀
を
行
う
必

要
が
生
じ
る
と
知
人
や
寿
衣
店
に
依
頼
し
て
大
老
執
を
紹
介
し
て
も

ら
う
。
知
人
に
よ
る
紹
介
の
場
合
、
紹
介
者
に
金
銭
を
支
払
う
必
要

は
な
い
が
、
寿
衣
店
に
紹
介
し
て
も
ら
う
場
合
は
紹
介
料
と
し
て
店

に
二
〇
〇
元
ほ
ど
を
支
払
う
。
こ
の
場
合
、
店
に
は
金
銭
で
支
払
う

こ
と
も
あ
る
し
、
紹
介
し
て
く
れ
た
店
で
必
要
な
物
を
買
う
こ
と
も

あ
る
。
紹
介
さ
れ
た
大
老
執
に
は
謝
礼
（
食
事
、
煙
草
、
酒
）
と
は

別
に
現
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

金
銭
の
授
受
は
大
老
執
側
か
ら
の
要
求
で
は
な
く
、
喪
家
側
か
ら
の

希
望
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
金
銭
を
払
っ
て
葬
儀
を
取
り
仕
切
っ

て
も
ら
う
の
で
あ
れ
ば
、
喪
家
の
意
向
に
沿
わ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
に
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
喪
家
が
大
老
執

に
礼
を
尽
く
し
て
任
せ
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
喪
家
が
葬
儀
の

進
行
に
必
要
な
人
を
雇
う
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
本
調
査
地
域
に
お

け
る
伝
統
的
葬
礼
習
俗
は
経
験
豊
富
な
大
老
執
か
ら
次
の
世
代
の
大

老
執
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
老
執
が
喪

家
に
雇
わ
れ
る
と
い
う
状
況
下
で
行
わ
れ
る
葬
礼
は
、
大
老
執
の
知

識
に
基
づ
く
伝
統
的
葬
礼
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
喪
家

の
都
合
、
要
望
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
大
老
執
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
市
区
で
「
喪
事
主
事
人
」（
葬
儀
の
司
会

者
）
と
呼
ば
れ
る
儀
式
の
進
行
役
、
司
会
者
と
な
っ
て
い
く
か
も
し

れ
な
い
。

　
葬
礼
に
か
か
わ
る
物
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
霊
棚
の
設
置
、
儀
式

の
進
行
な
ど
火
葬
以
外
の
葬
儀
全
般
を
請
け
負
う
と
い
う
葬
儀
会
社

や
、
大
老
執
自
身
が
経
営
す
る
寿
衣
店
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
寿
衣

店
の
経
営
者
た
ち
に
よ
る
と
、
葬
礼
に
か
か
る
費
用
は
以
前
に
比
べ

て
高
額
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
購
入
さ
れ
る
物
品
の
多
く
は
高
級

品
で
は
な
く
、
一
般
品
が
中
心
で
あ
る
が
、
価
格
が
上
が
っ
た
こ
と

と
、
葬
礼
に
多
額
の
費
用
を
か
け
た
い
、
経
済
的
に
可
能
で
あ
れ
ば

で
き
る
だ
け
派
手
な
葬
儀
を
行
い
た
い
と
い
う
喪
家
の
意
向
が
強
く

な
っ
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
。

お
わ
り
に

　
江
蘇
省
北
部
地
域
で
は
葬
儀
は
公
式
に
は
殯
儀
館
で
行
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
職
員
の
指
示
の
下
、
遺
体
告
別
式
を
行
っ
た
後
、
火
葬
さ

れ
、
公
墓
へ
埋
葬
さ
れ
る
。
葬
礼
に
火
葬
と
い
う
新
し
い
手
順
が
組

み
込
ま
れ
た
た
め
に
、
集
合
住
宅
に
居
住
す
る
人
は
自
宅
に
霊
堂
を

作
ら
ず
、
病
院
で
死
亡
し
た
場
合
、
遺
体
は
直
接
殯
儀
館
に
運
ば
れ

る
。
し
か
し
、
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
伝
統
的
な
葬
礼
は
今
も
な

お
行
わ
れ
て
い
る
。
現
況
に
合
わ
せ
、
伝
統
的
習
俗
を
変
容
さ
せ
た
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と
こ
ろ
も
あ
る
。
殯
葬
改
革
の
推
進
に
よ
り
葬
礼
の
形
態
が
大
き
く

変
化
し
、
簡
素
化
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
面
が
あ
る
。

　
伝
統
的
な
葬
礼
は
大
老
執
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
葬
礼
に
関
す
る
知
識
は
一
定
の
地

域
の
中
で
経
験
豊
富
な
大
老
執
か
ら
経
験
の
浅
い
者
へ
、
世
代
か
ら

世
代
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
く
れ
た

人
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
葬
儀
に
は
大
老
執
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
。

彼
ら
の
言
う
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
農
村
部
で
は
喪
家
と
大
老
執

の
関
係
に
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
徐
州

市
、
新
沂
市
の
市
区
で
は
葬
儀
会
社
が
介
在
し
た
葬
儀
や
、
喪
家
と

そ
こ
に
雇
わ
れ
た
大
老
執
と
い
う
関
係
の
下
、
喪
家
の
意
向
が
強
く

関
与
す
る
葬
儀
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

注〈
1
〉 

調
査
に
あ
た
っ
て
は
二
〇
〇
八
年
度
お
よ
び
二
〇
〇
九
年
度

「
金
沢
大
学
大
学
院
Ｇ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
通
じ
た
自
立
的
研

究
者
養
成
」、
二
〇
一
一
年
度
「
金
沢
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
。

〈
2
〉 

殯
葬
改
革
に
か
か
わ
る
法
令
に
つ
い
て
は
『
中
華
人
民
共
和
国

国
務
院
令
』﹇
孫
等
主
編2001

﹈、
徐
州
市
民
政
局
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
た
。

〈
3
〉 

調
査
地
域
の
う
ち
、
東
海
県
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
け
る
伝

統
的
葬
礼
習
俗
に
つ
い
て
は
、
劉
兆
元
『
海
州
民
俗
志
』
に
詳
細
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。『
海
州
民
俗
志
』
は
二
十
年
余
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
民
俗
志
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一

九
九
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
た
各
県
の
当
代
県
志
に
は
「
旧
時
」「
旧

俗
」「
解
放
前
」
に
行
わ
れ
た
習
俗
と
し
て
、
伝
統
的
葬
礼
に
関
す

る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

〈
4
〉 

山
本
﹇2009 : 5‌3

﹈
で
は
「
現
在
で
は
綿
入
れ
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
」
と
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
の
調
査
で
は

「
現
在
も
寿
衣
は
季
節
に
か
か
わ
ら
ず
綿
入
れ
を
着
せ
る
」
と
い
う

話
が
聞
か
れ
た
（
新
沂
市
、
沭
陽
県
）。
寿
衣
店
で
は
綿
入
れ
の
上

着
、
ズ
ボ
ン
を
含
め
た
セ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
寿
衣
店
に
は
中
国
式
の
寿
衣
だ
け
で
は
な
く
、
洋
装
の
寿
衣
の

セ
ッ
ト
も
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
綿
入
の
服
の
有
無
、
価
格
等
、
喪
家

の
要
望
に
よ
る
選
択
枝
が
増
え
て
い
る
。

〈
5
〉 

『
海
州
民
俗
志
』
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
﹇
劉1991 : 

7‌7

﹈。

〈
6
〉 

「
打
狗
餅（
子
）」
は
小
麦
粉
を
こ
ね
て
三
、四
セ
ン
チ
に
丸
め
、

掌
で
平
た
く
し
た
も
の
。
死
者
は
あ
の
世
で
悪
い
犬
の
い
る
村
を
通

過
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
こ
の
「
打
狗
餅（
子
）」
を

投
げ
つ
け
て
犬
を
追
い
払
う
。
数
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
東
海
県
西

部
で
は
死
者
の
年
齢
と
同
数
、
東
海
県
東
部
、
新
沂
市
、
沭
陽
県
で

は
七
つ
と
さ
れ
る
。

〈
7
〉 
「
指
路
」
は
山
東
省
各
地
に
見
ら
れ
る
儀
式
で
あ
る
。
例
え
ば

『
新
泰
市
志
』
に
は
「
停
霊
即
日
、
長
子
或
長
孫
手
執
一
秫
秸
上
挿

両
柱
香
、
由
両
人
架
著
、
站
在
凳
子
上
哭
喊
：
“
向
西
南
大
路
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呀
！
”
連
呼
三
声
、
此
為
“
指
路
”」（
遺
体
を
安
置
し
た
当
日
、
長

男
ま
た
は
長
孫
が
手
に
執
っ
た
キ
ビ
殻
に
二
本
の
香
を
挿
し
、
二
人

に
支
え
ら
れ
て
椅
子
の
上
に
立
っ
て
泣
き
叫
び
、「
西
南
大
路
へ

向
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
続
け
て
三
度
叫
ぶ
。
こ
れ
が
「
指
路
」
で
あ

る
）
と
あ
る
﹇
山
東
省
新
泰
市
史
志
編
纂
委
員
会
編1993 : 806

﹈。

『
沂
南
県
志
』
に
は
「
父
母
死
後
、
先
由
長
子
“
指
路
”
一
次
」（
父

母
が
亡
く
な
る
と
、
ま
ず
長
男
が
一
度
「
指
路
」
す
る
）
と
の
記
述

が
見
ら
れ
る
﹇
山
東
省
沂
南
県
地
方
史
志
編
纂
委
員
会
編1997 : 

630

﹈。
本
調
査
地
域
で
は
、『
沛
県
志
』
に
「
由
長
子
用
秤
杆
指
路

後
全
家
痛
哭
」（
長
男
が
竿
秤
で
指
路
し
た
後
、
全
家
族
が
大
声
で

哭
す
る
）
と
あ
り
﹇
江
蘇
省
沛
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編1995 : 

796

﹈、『
邳
県
志
』
に
は
「
老
人
咽
気
後
、
長
子
到
村
口
喊
“
上
西

天
大
路
”」（
老
人
が
息
を
ひ
き
と
っ
た
後
、
長
男
が
村
は
ず
れ
で

「
西
天
大
路
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
ぶ
）
と
あ
る
﹇
邳
州
市
地

方
志
編
纂
委
員
会
編1995 : 662

﹈。

〈
8
〉 

『
海
州
民
俗
志
』
な
ど
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
﹇
劉1991 : 

100

﹈。
こ
の
習
俗
は
現
在
も
変
わ
ら
ず
に
守
ら
れ
て
い
る
た
め
、
年

配
者
の
中
に
は
病
が
重
く
な
る
と
家
に
帰
り
、
自
宅
で
死
を
迎
え
る

こ
と
を
希
望
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

〈
9
〉 

沭
陽
県
で
は
母
方
の
お
じ
に
は
死
亡
前
に
必
ず
息
子
が
知
ら
せ

る
と
さ
れ
る
。『
海
州
民
俗
志
』
で
は
当
日
ま
た
は
遅
く
と
も
二
日

目
の
早
朝
に
人
（
故
人
よ
り
下
の
世
代
の
人
、近
隣
の
人
、ま
た
は
専

門
の
人
を
雇
う
）
を
遣
わ
し
て
書
面
で
通
知
す
る
﹇
劉1991 : 8‌2

﹈。

〈
10
〉 

『
海
州
民
俗
志
』
な
ど
に
も
、
毎
日
土
地
廟
へ
行
き
送
湯
を
行

う
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
送
湯
一
般
送
到
土
地
廟
、（
中
略
）、

或
在
家
門
前
用
葦
柴
囲
成
一
個
臨
時
土
地
廟
」（
送
湯
は
一
般
に
土

地
廟
へ
届
け
る
。（
中
略
）。
門
前
に
葦
柴
で
囲
い
を
し
て
臨
時
の
土

地
廟
を
作
る
こ
と
も
あ
る
）﹇
劉1991 : 8‌5

﹈
と
あ
り
、
一
九
九
一

年
以
前
に
も
土
地
廟
が
消
失
し
て
い
る
場
合
は
、
臨
時
の
廟
を
設
え

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

〈
11
〉 

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
徐
州
市
で
は
す
で
に
一
九
六
一
年

か
ら
火
葬
場
の
使
用
が
始
ま
っ
た
。
他
の
調
査
地
に
お
け
る
火
葬
場

建
設
年
は
以
下
の
通
り
。
沛
県
一
九
七
九
年
、
銅
山
県
一
九
七
九

年
、
邳
州
市
一
九
七
九
年
、
新
沂
市
一
九
八
〇
年
、
東
海
県
一
九
七

八
年
。

〈
12
〉 

銅
山
県
、
沛
県
、
邳
州
市
に
お
け
る
浄
面
に
つ
い
て
は
、
山
本

﹇2009 : 54 ‒55

﹈
を
参
照
。

〈
13
〉 

明
代
、
清
代
に
士
大
夫
の
習
俗
の
規
範
と
さ
れ
た
朱
熹
『
家

礼
』
で
は
棺
底
に
「
七
星
板
」
を
置
く
と
さ
れ
る
。

〈
14
〉 

「
奠
酒
」・「
破
菜
」
は
長
時
間
に
わ
た
る
複
雑
な
儀
式
で
、
現

在
、
そ
の
取
り
仕
切
り
が
で
き
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
市
区

で
は
す
で
に
行
わ
れ
ず
、
農
村
部
で
行
わ
れ
る
場
合
も
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
。

〈
15
〉 

沛
県
、
邳
州
市
、
銅
山
県
、
新
沂
県
に
お
け
る
送
盤
纏
に
つ
い

て
は
、
山
本
﹇2009 : 55 ‒56

﹈
を
参
照
。『
海
州
民
俗
志
』
な
ど
に

も
記
述
が
見
ら
れ
、「
起
程
」「
送
程
」「
送
盤
纏
」「
了
湯
」「
送
盤

程
」「
送
盤
川
」
と
称
さ
れ
る
﹇
劉1991 : 87 ‒88

﹈。

〈
16
〉 
轎
の
数
は
三
つ
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
死
者
と
あ
の
世
か
ら

死
者
を
迎
え
に
来
る
も
の
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
が
用
意
さ
れ
、

も
う
一
つ
は
土
地
神
の
た
め
と
さ
れ
る
。「
臨
時
の
土
地
廟
」
に
迎
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え
た
土
地
神
が
本
来
の
場
所
（
土
地
廟
）
に
戻
る
た
め
で
あ
る
と
い

う
。『
海
州
民
俗
志
』
で
は
、
紙
製
の
轎
は
三
つ
と
さ
れ
る
が
、
一

つ
は
死
者
の
た
め
、
残
り
の
二
つ
は
死
者
を
あ
の
世
か
ら
迎
え
に
く

る
も
の
の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
﹇
劉1991 : 8‌7

﹈。

〈
17
〉 

徐
州
市
の
公
墓
は
墓
碑
の
代
金
も
含
め
、
安
価
な
区
画
（
一

メ
ー
ト
ル
四
方
）
で
七
〇
〇
〇
元
、
高
価
な
区
画
（
二
・
三
メ
ー
ト

ル
×
四
・
五
メ
ー
ト
ル
）
で
六
万
六
〇
〇
〇
元
か
か
る
。「
安
息
堂
」

「
寄
存
処
」
は
骨
灰
を
入
れ
た
骨
灰
盒
を
安
置
す
る
建
物
で
殯
儀
館

に
併
設
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
棚
が
設
え
ら
れ
て
お
り
、
骨
灰
盒
を

赤
い
布
等
で
包
み
、
そ
こ
に
安
置
す
る
。

〈
18
〉 

東
海
県
南
東
部
で
は
長
男
が
老
盆
を
墓
へ
持
っ
て
い
き
、
そ
こ

で
紙
銭
を
燃
や
す
。
埋
葬
後
は
家
に
持
ち
帰
り
豚
の
餌
や
り
に
使

う
。
こ
れ
は
老
盆
を
使
っ
て
餌
を
や
る
と
豚
の
成
長
が
早
く
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
、『
海
州
民
俗
志
』
に
も
同
様
の
記
述
が

見
ら
れ
る
﹇
劉1991 : 9‌2

﹈。

〈
19
〉 

「
銘
旌
」
は
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
×
一
・
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
赤
い

絹
布
で
あ
る
。
死
者
の
生
年
月
日
、
出
生
時
刻
、
死
亡
時
の
年
齢
が

金
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
埋
葬
の
際
に
棺
の
上
に
被
せ
る
。
埋
葬

後
、
年
月
を
経
る
こ
と
で
、
布
は
朽
ち
、
棺
に
金
文
字
だ
け
が
残
る
。

〈
20
〉 

二
〇
〇
九
年
に
筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
江
蘇
省
昆
山
市
郊
外
の

農
村
に
お
け
る
葬
儀
は
、
喪
家
に
よ
っ
て
招
聘
さ
れ
た
七
人
の
道
士

に
よ
っ
て
進
行
さ
れ
て
い
た
。

〈
21
〉 

東
海
県
で
は
「
治
喪
班
子
」
と
呼
ば
れ
、
近
隣
の
人
々
が
以
下

の
よ
う
な
役
割
を
分
担
す
る
。「
櫃
書
」（
大
老
執
の
指
示
を
「
知
事

単
」
と
い
う
紙
に
書
く
）、「
出
菜
」（
料
理
を
運
ぶ
）、「
司
飯
」（
炊

飯
）、「
担
水
」（
報
廟
の
際
、
土
地
廟
ま
で
水
を
撒
き
な
が
ら
行

く
）、「
焼
火
」（
火
の
管
理
）、「
厨
師
」（
料
理
を
作
る
）、「
作
坊
」

（
食
材
の
管
理
）、「
内
務
」（
物
品
の
管
理
、
雑
用
）、「
殯
項
」（
報
廟

の
際
の
道
案
内
、
雑
用
）、「
刷
洗
」（
食
器
の
洗
浄
）、「
送
煙
酒
」

（
弔
問
客
に
酒
と
煙
草
を
渡
す
）、「
焼
水
」（
湯
を
沸
か
す
）、「
送

水
」（
弔
問
客
に
湯
を
供
す
る
）、「
迎
送
客
」（
弔
問
客
の
応
対
）、

「
検
点
」（
食
卓
に
座
る
人
数
の
確
認
）。

〈
22
〉 

『
東
海
県
志
』
に
よ
れ
ば
、
朱
萃
声
（
一
八
四
五

－

一
九
三

三
）
は
東
海
県
駝
峰
郷
の
人
。
二
五
歳
の
時
、
秀
才
と
な
り
、
駝
峰

郷
で
私
塾
を
開
い
た
。
彼
に
は
八
人
の
息
子
が
お
り
、
晩
年
は
子
孫

の
教
育
や
著
述
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
る
。
民
国
八
年
『
所
好
所
所

編
』
上
下
巻
を
著
し
、
民
国
一
一
年
に
は
『
四
書
八
百
聯
』
を
編
修

し
た
﹇
東
海
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編1994 : 833

﹈。

〈
23
〉 

士
大
夫
の
習
俗
が
朱
熹
『
家
礼
』、
丘
濬
『
文
公
家
礼
儀
節
』

に
則
っ
て
行
う
こ
と
が
規
範
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吾

妻
﹇2008

﹈、
楊
﹇2001

﹈
を
参
照
。

〈
24
〉 

例
え
ば
、『
建
徳
県
志
』
乾
隆
一
九
年
「
喪
、
大
率
用
文
公

《
家
礼
》」（
葬
礼
は
お
お
よ
そ
文
公
『
家
礼
』
に
よ
る
）﹇
丁
・
趙

1995 : 

華
東
巻
中1045

﹈。『
沾
化
県
志
』
民
国
二
四
年
「
士
大
夫
遵

文
公
《
家
礼
》」（
士
大
夫
は
文
公
『
家
礼
』
に
遵
う
）﹇
丁
・
趙

1995 : 

華
東
巻
上169

﹈
等
。
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社

邳
州
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
　1995

　『
邳
県
志
』
中
華
書
局

山
東
省
沂
南
県
地
方
史
志
編
纂
委
員
会
編
　1997

　『
沂
南
県
志
』
齊

魯
書
社

山
東
省
新
泰
市
史
志
編
纂
委
員
会
編
　1993

　『
新
泰
市
志
』
齊
魯
書

社
新
沂
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
　1995

　『
新
沂
県
志
』
江
蘇
科
学
技

術
出
版
社

徐
州
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
　1994
　『
徐
州
市
志
』
中
華
書
局

徐
州
市
民
政
局
　http://www.xzm

z.gov.cn/
（
二
〇
〇
九
年
三
月
一

日
参
照
）


